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た。また，模型実験と同様，数値解析においても地山の強
度を低下させることにより盤ぶくれを表現しました。この
モデルにより，盤ぶくれ対策工の効果を定量的に評価でき
ることを示しました。

図　せん断ひずみコンター図（変形倍率20倍表示）

（盤ぶくれ）が徐々に進行し，軌道変位となっ
て現れることがあります。トンネル完成後に
徐々に進行する盤ぶくれのメカニズムについ
ては，現状では十分解明されているとは言え
ない状況です。また，盤ぶくれが発生した
場合の対策工の効果を数値解析で適切に評価
する手法が求められていました。本研究では，
事例分析と模型実験から，掘削時の湧水が少
なく，掘削により含水比が低下した地山に，
トンネル完成後，水が供給され，強度低下し
盤ぶくれするというメカニズム等を示しまし


